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地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
生

活
体
験
な
ど
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を
育
む
活
動
を
し
て
い
る
。

　
市
内
の
3
地
区
の
協
議
会
で
は
、こ
の
夏
、

中
学
生
を
対
象
と
し
て
長
距
離
を
歩
く
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。金
目
中
学
校
区
で
は
小
田

原
駅
〜
金
目
中
学
校
の
約
２８
㌖
を
、神
明
中

学
校
区
で
は
江
ノ
島
〜
神
明
中
学
校
の
約
1８

㌖
を
歩
い
た
。

　

そ
し
て
金
旭
中
学
校
区
で
は
大
山
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
と
し
て
金
旭
中
学
校
〜
大
山
の
約

1９
㌖
、標
高
差
約
１
２
４
０
㍍
の
道
の
り
を

歩
き
通
し
、山
頂
で
夜
明
け
を
迎
え
る
。２5

年
続
く
大
山
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
で
は
、地
域
の

大
人
と
の
世
代
間
交
流
や
自
然
の
中
で
の

体
験
を
通
し
て
、地
域
に
目
を
向
け
る
意
識

や
助
け
合
い
の
精
神
な
ど
を
育
て
て
い
る
。

　

今
回
は
金
旭
中
学
校
区
の
大
山
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
を
追
っ
た
。

問　

社
会
教
育
課
☎
35
―８
１
２
３

道

歩
い
た

友
と
Oyama Night Hike
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太
陽
が
沈
み
き
っ
た
７
月
25
日
午

後
７
時
30
分
。
金
旭
中
学
校（
広
川
12
）

の
体
育
館
に
、
２
・
３
年
生
59
人
が
集

ま
っ
た
。

「
山
頂
ま
で
行
け
る
か
な
」

　

そ
れ
ぞ
れ
が
期
待
や
不
安
を
胸
に
出

発
の
時
を
待
つ
。

長
い
道
の
り
を

出
発

　

８
時
40
分
に
出
発
式
を
終
え
る
と
、

生
徒
は
大
山
に
向
け
て
歩
き
出
し
た
。

軽
快
な
足
取
り
で
、
岡
崎
架
道
橋
を
渡

り
、
田
ん
ぼ
道
を
進
ん
で
い
く
。

「
車
に
気
を
付
け
て
ね
」

　

声
を
掛
け
る
の
は
、
誘
導
棒
を
持
っ

て
引
率
す
る
旭
北
体
育
振
興
会
の
役
員

の
安や

す

住ず
み
弘
幸
さ
ん
。
地
域
教
育
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
依
頼
で
参
加
し
、

９
年
目
に
な
る
。「
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
の
前

と
後
で
は
生
徒
の
顔
が
全
然
違
い
ま

す
。
達
成
感
が
あ
る
顔
を
見
る
と
、
う

れ
し
い
で
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

ほ
か
に
も
、
青
少
年
指
導
員
ら
約
110
人

が
、
道
案
内
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

歩
き
始
め
て
か
ら
２
時
間
。
途
中
の

比ひ

び

た
々
多
神
社
で
生
徒
は
休
憩
を
と
る
と

座
り
込
み
、タ
オ
ル
で
額
の
汗
を
拭
う
。

５
分
程
度
の
休
憩
が
終
わ
る
と
、
出
発

時
よ
り
も
重
く
な
っ
た
足
を
ま
た
踏
み

出
し
て
い
く
。

闇
夜
の
山
道
を

登
る

　

26
日
午
前
０
時
、先
頭
を
歩
く
班
が
、

学
校
か
ら
約
12
㌖
地
点
の
大
山
山
麓
の

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
に
到
着
。
大
山
新
道

の
長
い
坂
道
を
登
り
終
え
た
。
遅
れ
る

こ
と
30
分
、次
々
に
生
徒
が
到
着
し
た
。

「
し
っ
か
り
食
べ
て
い
き
な
よ
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
が
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
を

大山阿夫利
神社下社

バスロータリー

金
旭
中
学
校

比々多神社
ひ び た

あ ふ り

大山山頂

大山ナイトハイクの歩行ルート

東名高速
道路

伊
勢
原
駅

鶴
巻
温
泉
駅

東
海
大
学
前
駅

小田原厚木
道路

小
田
急

小
田
原
線

①随行者が通過状況をチェックする中、登っていく生徒。
②出発式で注意事項を聞く生徒。
③ １５人程度の班で、８班に分かれて歩く。
④伊勢原市に入り、小田急線の踏切を渡る。危険な場所
　は地域の方が誘導する。
⑤途中、神社などで５〜１0分の休憩を４回とり、水分補給
　をする。
⑥大山のゲートをくぐり長い坂道をさらに登り続ける。
⑦PTAの方がバスロータリーで炊き出しのけんちん
　うどんを作る。
⑧しょうゆ味のうどんを食べて、疲れた体に力を付ける。

①

⑤

②③

④

⑥⑦⑧

金
旭
中
学
校
か
ら

見
る
大
山 大山へ
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手
渡
す
と
、
生
徒
は
口
に
運
び
、
笑
顔

を
見
せ
る
。
着
替
え
を
済
ま
せ
、
少
し

の
休
息
を
終
え
た
１
時
、
山
頂
を
目
指

し
、
再
び
歩
き
始
め
た
。

　
土
産
物
店
が
並
ぶ
階
段
を
登
る
と
、

女
坂
の
石
段
を
進
ん
で
い
く
。
昼
間
は

爪
切
り
地
蔵
な
ど
が
見
え
る
女
坂
も
、

夜
は
電
灯
が
少
な
く
、
視
界
が
悪
い
。

ハ
ン
ド
ラ
イ
ト
で
照
ら
す
足
下
に
は
、

大
き
な
岩
が
並
ぶ
。

　
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
初
参
加
の
２
年
生
、

岸
勇
希
さ
ん
は
大
山
登
山
の
経
験
が

あ
っ
た
が
、「
暗
く
て
道
が
見
え
づ
ら
い

の
で
、
昼
間
よ
り
も
登
る
の
が
大
変
」

と
話
す
。
石
段
に
足
を
掛
け
て
踏
ん
張

る
と
、
顔
か
ら
汗
が
滴
っ
て
い
た
。

　
大
山
阿あ

ふ

り
夫
利
神
社
の
下
社
を
過
ぎ
、

杉
の
大
木
の
間
を
登
っ
て
い
く
。
見
上

げ
た
石
段
の
先
に
は
、
き
つ
い
登
り
道

が
続
く
。
や
っ
と
の
思
い
で
尾
根
に
出

る
と
、
視
界
が
開
け
て
く
る
。

山
頂
か
ら
望
む

景
色

　
道
が
緩
や
か
に
な
っ
た
先
の
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
、
つ
い
に
標
高
１
２
５
２
㍍

の
山
頂
に
到
着
。
生
徒
が
登
り
終
え
た

午
前
４
時
20
分
に
は
、
東
の
空
は
薄
明

る
く
な
っ
て
い
た
。

「
今
年
は
朝
日
見
ら
れ
る
か
な
」

　
生
徒
は
期
待
を
胸
に
オ
レ
ン
ジ
色
に

染
ま
る
空
を
眺
め
る
。

　
４
時
50
分
、
雲
の
切
れ
目
か
ら
朝
日

が
顔
を
出
す
と
生
徒
か
ら「
き
れ
い
」と

歓
声
が
上
が
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、
目
の
前
に

広
が
る
美
し
い
光
景
に
浸
っ
て
い
た
。

　
初
め
て
登
山
を
経
験
し
た
２
年
生
の

佐
々
木
大
輔
さ
ん
は「
友
達
と
一
緒
に

時
間
を
掛
け
て
登
っ
て
、
達
成
感
と
感

動
を
味
わ
え
た
。
御
来
光
も
見
ら
れ
た

し
、
来
年
も
登
り
た
い
」と
力
強
く
話

す
と
、
元
気
よ
く
歩
き
出
し
、
大
山
山

頂
か
ら
下
っ
て
い
っ
た
―
―
。

⑨麓からは30人程度の班で山頂を目指す。近くに滝が流れ、
　涼しさを感じる。
⑩大山阿

あ

夫
ふ

利
り

神社の下社前の階段を登る。背後には伊勢原
　市と平塚市などの夜景が広がる。
⑪大山中腹になると生徒の顔にも疲れの色が見える。
⑫足場の悪い山道を一歩一歩慎重に踏み締める。
⑬山頂付近では足の疲れがピークになりながらも力強く登る。
⑭山頂に到着して一息つくころ、空は明るくなり始める。
⑮雲の切れ目から見える朝日をスマートフォンで撮影。
⑯朝焼けに照らされながら記念撮影。

⑨⑩

⑪⑬

⑫

⑭

⑮

⑯
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明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の

新
規
会
員

　

会
員
に
な
っ
て
、
明
る
く
ク

リ
ー
ン
な
選
挙
を
呼
び
掛
け
ま
せ

ん
か
。
市
内
の
有
権
者
が
対
象
で

す
。
詳
し
い
入
会
条
件
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

21
―
８
７
９
５

提
案
型
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
パ
ー
ト
ナ
ー

　

愛
称
を
付
け
た
い
施
設
を
選
ん

で
、
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

 

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化

施
設
、
公
園
な
ど
の
市
民
が
利
用

す
る
公
共
施
設
。

　

期
間
は
原
則
３
年
以
上
。
条
件

な
ど
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募　

10
月
30
日（
金
）ま
で
。
資
産

経
営
課
☎
21
―
８
７
６
３
へ
。

店
舗
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
店

　

個
性
的
・
魅
力
的
な
店
舗
づ
く

り
を
し
て
い
る
優
良
店
舗
か
ら
の

応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
店
舗

①
市
内
で
８
月
31
日（
月
）ま
で
に

開
業
し
、
小
売
業
・
飲
食
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
を
営
ん
で
い
る（
大
手
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
は

除
く
）②
資
本
金
の
額
・
出
資
額

が
５
０
０
０
万
円
以
下
、
ま
た
は

従
業
員
数
が
小
売
業
・
飲
食
業
の

場
合
50
人
以
下
、
サ
ー
ビ
ス
業
は

100
人
以
下
③
過
去
３
年
間
、
当
コ

ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
て
い
な
い

（
受
賞
後
に
店
舗
改
装
を
し
た
場

合
は
除
く
）、
な
ど
。

　

お
勧
め
の
お
店
の
情
報
提
供
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募　

豊
原
分
庁
舎
２
号
館
１
階
の

商
業
観
光
課
☎
35
―
８
１
０
７

35
―
８
１
２
５
や
松
風
町
２
―
10
の

平
塚
商
工
会
議
所
な
ど
に
あ
る
申

込
書
を
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、

９
月
11
日（
金
）ま
で
に
、同
課
へ
。

子
ど
も
美
術
教
室

　

ガ
ラ
ス
絵
や
七し

つ
ぽ
う宝

焼
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
３
日
～
31
日
の
土
曜
日
、

全
４
回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
。
青
少
年
会
館
。
市
内
在
住

の
小
学
校
３
～
６
年
生
20
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。
１

０
０
０
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
学
年
・

参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
９
月
13

日（
日
）ま
で
に
、
〒
254
―
0041
浅
間

町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32
―
７
０

２
９

31
―
１
４
４
１

seishonen
@

へ
。

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
レ
デ
ィ
ー
ス

駅
伝

　

平
塚
市
代
表
と
し
て
、
友
好
都

市
・
岩
手
県
花
巻
市
の
大
自
然
の

中
を
走
り
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）。

駅
伝
は
18
日
午
前
10
時
か
ら
、

で
、
安
心
し
て
受
診
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

連
携
し
て
周
産
期
を
支
え
る

　

妊
娠
中
期
の
22
週
～
出
生
後
７

日
間
を
周
産
期
と
言
い
ま
す
。
合

併
症
や
容
体
の
急
変
な
ど
、
お
母

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
両
方
に
、
緊

急
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い

時
期
で
す
。

　

周
産
期
の
緊
急
事
態
に
対
応
で

き
る「
周
産
期
セ
ン
タ
ー
」は
、
昭

和
57
年
に
設
置
さ
れ
、
産
婦
人
科

と
小
児
科
が
並
ぶ
市
民
病
院
北
棟

の
４
階
に
あ
り
ま
す
。
医
師
や
看

護
師
、助
産
師
ら
計
66
人
が
お
り
、

日
頃
か
ら
両
科
で
情
報
の
や
り
取

り
を
重
ね
、
昨
年
度
は
410
件
の
出

産
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

　
「
全
て
の
お
産
が
100
㌫
安
全
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
母
子
と
も
に

健
康
な
出
産
を
第
一
に
目
指
し
て

い
ま
す
」と
小
児
科
の
山
田
健
一

朗
部
長
。
市
民
病
院
に
は
市
内
で

唯
一
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中

治
療
室
）が
あ
り
ま
す
。
早
産
や

低
体
重
、
生
ま
れ
つ
き
疾
患
の
あ

る
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
こ
れ
ま
で
も

　
「
地
域
の
産
婦
人
科
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
比
べ
る
と
市
民
病
院
に

は
複
数
の
診
療
科
が
あ
り
、
急
な

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合
で
も
、

同
じ
病
院
内
で
迅
速
に
対
応
で
き

る
の
が
強
み
で
す
」と
力
を
込
め

る
産
婦
人
科
の
笠
井
健
児
部
長
。

糖
尿
病
や
心
疾
患
な
ど
の
合
併
症

が
あ
る
場
合
で
も
、
専
門
科
の
診

療
を
受
け
な
が
ら
、
出
産
に
向
け

て
準
備
で
き
ま
す
。

　

上か
み

之の

薗そ
の

美み

耶や

医
師（
左
写
真
）は

「
相
談
相
手
が
女
性
で
良
か
っ
た
、

と
言
わ
れ
る
機
会
が
多
い
で
す

し
、
女
性
医
師
を
指
名
し
て
来
院

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
手
術
な
ど

で
対
応
で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
可

能
な
限
り
、
応
じ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」と
心
強
い
一
言
。「
初
め

て
の
受
診
は
不
安
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
医
師
も
優
し
い
の

救
っ
て
き
ま
し
た
。「
近
隣
を
見
て

も
、
産
婦
人
科
が
減
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
も
減
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

市
内
に
は
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
受

け
入
れ
る
病
院
が
あ
る
、
と
安
心

感
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話

し
ま
す
。

見
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
す
る

　

小
児
科
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
奥
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
あ
り
ま
す
。

全
部
で
８
床
、
通
常
は
４
～
５
床

の
ベ
ッ
ド
で
赤
ち
ゃ
ん
が
過
ご
し

て
い
ま
す
。
母
親
の
お
腹
の
中
の

環
境
に
近
づ
け
る
よ
う
ブ
ラ
イ
ン

ド
を
下
ろ
し
、
照
明
を
暗
く
し
て

い
ま
す
。
１
人
１
人
、
ベ
ッ
ド
に

寝
か
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
24
時

間
、
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
り
ま
す
。

　

沐も
く

浴よ
く

の
指
導
を
受
け
に
来
た
お

母
さ
ん
は
、
優
し
く
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
き
上
げ
ま
す
。「
市
民
病
院
と
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
あ
る
も
う
一
つ
の
病

院
で
迷
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に

良
く
し
て
も
ら
い
、
市
民
病
院
に

し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
総
合
病
院
に
は
珍
し
く『
祝

い
膳
』も
あ
り
ま
し
た
」と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

出
産
を
迎
え
る
と
き
、
一
番
大
切
な
の
は
、
母
子
の
安
全
で
す
。
市
民

病
院（
南
原
１
―
19
―
１
）の
周
産
期
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 
問　

市
民
病
院
☎
32
―
０
０
１
５

NICUで赤ちゃんの体重を計るお母さん

市民病院

↓

募
　
　
集

応
募
方
法
は

左
　
　
　
　

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　8月24日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

KS管理ビル
（社会福祉協議会）

豊
原
分
庁
舎

こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

導入対象施設の一つ馬入サッカー場


